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毎年大好評 「きょうだいキャンプ」

を今年も開催します！

舞台は、 兵庫県美方郡 「とちのき

村」日程は８月 2 2 日～８月 2 3 日 「ツ

リーイング」 「沢登り 」 「キャンプファ

イヤー」 「飯盒炊さん」 など、 ここ

でしかできない体験が満載！この夏

を思っきり楽しみたいと思います！

徳洋福祉会をご利用されていない方

もご参加いただけます！ぜひ周りの

ご家族 ・ ご友人など、 広くご周知い

ただけますと幸いです。

　　　　　 　 　 　 　※詳しくはチラシへ
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ありがとうの日ありがとうの日ありがとうの日
～かぞくのみんないつもありがとう～• •

　これまでのニュースレターでは、制度に関する情報や研
修の内容などを中心にお伝えしてまいりました。
今後は、それらの情報に加えて、（よりも）子どもたちの日々
のちょっとしたつぶやきや遊び、後で思い出すとくすっと
笑ってしまうような日々の様子など、より身近に感じてい
ただけるようお伝えしていきたいと考えております。子ど
もたちの様子を通して、事業所での過ごし方や成長の一場

面を感じていただければ幸いです。

　お外大好きかおるちゃん。色んな公園に遊びに行くのですが、どこからか棒を見つけてきます。鋭い棒センサ
―の持ち主です。
　緑地公園に行った時です。私は他の子の担当だったのですが『全員いるかな？』と、子どもの数を確認してい
る時、物干し竿くらいの棒を持っている子が！？　え？？とよく見ると、かおるちゃん。担当の指導員も、ちょっ
と困惑顔。それよりも、この公共の公園のどこにその棒が落ちていたのか？？　と、そっちの方が気になりました。
　その竿…いや、棒で何をしているかと言うと、蓮が茂っている池にツッコミ、大量の藻を収穫？掃除？してい
ました。
　初めて見る光景に、公園にいる小さい子どもは釘付け。周りで保護者が「もう帰るよ！」と呼ぶ声も届きませ
ん。この藻をどうするんだろう…。本当に…。私たちも同じ気持ちです。
　ある程度藻が取れた所で、次に魚釣りをしている人に気が反れ、そちらの方へ。その間に急いで棒を隠した指
導員。（けが人が出なくてよかったと、胸をなでおろしていました。）

　そして先日、Ange の前でシャボン玉をして遊んでいる時に、またも
や棒センサーが働き、どこからか竹の棒を持ってきました。竿ほど長く
ありませんが、まぁまぁの長さです。それで、シャボン玉の泡をぶった切っ
て行きます。「いや～、それは危ないやろ。」という事で「ごめん、危な
いからそれ、預かっていい？」と聞くとすぐに渡してくれました。でも、
周りを見渡すと、そこかしこに園芸用の支柱がいっぱい。指導員が必死
で片付けたのは言うまでもありません。次はどんな棒を探してくるか、
楽しみです。

※画像はイメージです

おおー！きれいだね！

いい色だね～♪

　今年も、 家族に 「ありがとう」 を伝える日として、
マグネット作りをしました。
紙粘土に好きな色の絵の具を混ぜて色をつけてい
きます。 白い粘土に色がついていく様子を楽しむ
子もいれば、 手につくのが苦手で袋の中でこねる
子もいましたが、 それぞれきれいなマーブル模様
に仕上がっていました。

　そして、 型抜きで形を抜いたり、 好きなキャラクターを作ったりしていきます。 中に
は 「ママ！」 や 「パパ！」 と思い浮かべながら、 目や髪の毛など細かいパーツを丁寧
に作る子や、 自分の好きなキャラクターと家族が喜びそうなハート型を 2つ作る子も
いました。 渡す相手を思い浮かべながら作る姿も見られ、 相手のことを考える様子に成
長を感じました。 かわいくできたマグネット、 ぜひお家で使ってください！
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